
 

 

 

  

 

一人一人の力がつながる学校へ 

                                   副校長 中田
な か だ

 康子
や す こ

 

 

新緑が美しい季節となりました。4月７日に入学式、始業式を迎えた子どもたちも、新しい学年・

クラスに少しずつ緊張が解け、自分らしさを出せるようになってきたようです。私自身も、４月にこの

小田小学校に着任し、新しい環境での生活が始まりました。はじめは、不安な気持ちもありました

が、子どもたちの笑顔や学習や活動に全力で取り組む姿を見て、これからの小田小学校での生活

への期待が膨らみ、わくわくした気持ちになりました。自分自身も子どもたちに負けずに日々成長

できるよう、学び続けてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

さて、新学期のスタートから１か月がたとうとしていますが、ふりかえると小田小学校の子どもた

ち、職員は様々な方に支えていただいているなと実感する毎日でした。登下校を見守ってくださる

学援隊の皆様、１年生の初めての給食をサポートしてくださるボランティアの皆様、小田小の子ども

たちのために何かできないかと常に考えてくださっている KCSの皆様、図書ボランティアの皆様、

その他にも保護者や地域の皆様にはいつも温かいご支援をいただています。こうしたお力添えを

いただきながら小田小の子どもたちは一つ一つ力をつけ、着実に成長していっています。 

先日、１年生を迎える会がありました。当日の様子もそうですが、そこに向かう準備や練習の段

階からどの学年も全力で取り組んでいました。学校を紹介する学年ごとに特色のある呼びかけ、

心を一つに歌う校歌、１年生が安心して楽しい学校生活が送れるようにという気持ちがこもった代

表児童の言葉、温かい雰囲気に包まれたじゃんけん列車やクイズ、１年生から元気いっぱいの歌と

踊りのお礼、どれをとっても小田小の底力と一人一人の温かさを感じる会でした。新しいクラスや

担任になり日も浅く、準備や練習の時間も短かったと思いますが、こんなにも気持ちが一つになっ

た会ができるのは、今までの力の積み重ねがあったからだと思います。 

 

１年生は１年生なりに園での経験を生かし、できることを自分で見つけ、新しいことに挑戦してい

きます。２年生から６年生も今までの力を土台に、問題解決に向けて自分で考えて進んでいきます。

そして、さらに力をつけていきます。この先、学校生活の中で不安になることや困ってしまうことがあ

るかもしれません。そんな時にも今まで積み重ねてきた力があること、頼もしい先輩、友達もついて

いてくれることをどの子にも感じてほしいなと切に思います。また、教職員一同、一人一人の力を大

切にしながら学校が子どもたちにとって「楽しい」と思える場になるよう努めてまいります。  

 保護者の皆様、地域の皆様にはこれからも子どもたちを温かく見守り、支えていただけると幸

いです。どうぞよろしくお願いいたします。 
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